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今
年
四
月
一
日
、
峡
西
地
方
の
旧
六
町
村
が

合
併
し
新
た
に
「
南
ア
ル
プ
ス
市
」が
誕
生
し
た
。
そ

こ
で
市
職
員
を
対
象
に
、
本
市
の
象
徴
で
も
あ
り

我
が
国
第
二
の
高
峰
「
北
岳
」に
登
山
す
る
こ
と
を

通
じ
て
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
り
、
登
山
及
び
山
岳
に
対
す
る
認
識

を
取
得
し
、
併
せ
て
職
員
相
互
の
親
睦
と
体
力
向

上
を
目
的
に
、
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
宮
下
重
晴
さ

ん
、
塩
澤
裕
子
さ
ん
、
手
塚
秀
美
さ
ん
の
三
名
を

指
導
員
に
お
願
い
し
、
九
月
五
日
（金
）・六
日

（土
）の
一
泊
二
日
で
登
山
研
修
を
行
な
っ
た
。
参

加
者
十
六
名
を
対
象
に
「
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳

館
」の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
事
前
学
習
会
を
実

施
し
た
が
、
参
加
者
中
、
三,

〇
〇
〇
ｍ
級
の
経
験

者
は
僅
か
三
名
で
あ
っ
た
。
席
上
、
「
私
で
も
大
丈

夫
か
し
ら
」・「ど
れ
く
ら
い
寒
い
か
な
」・「早
速
、

登
山
用
具
を
買
い
に
行
か
ね
ば
」等
の
声
が
聞
か

れ
、
身
も
心
も
準
備
体
制
に
入
っ
た
。 

登
山
の
当

日
、
天
気
は
快
晴
だ
っ
た
。
準
備
運
動
を
済
ま
せ
て
、

七
時
間
半
強
の
行
程
先
に
在
る
「
市
営
北
岳
山

荘
」を
目
指
し
出
発
す
る
。
三
時
間
程
で
到
着
し

た
大
樺
沢
二
俣
で
大
休
止
を
取
る
。
こ
こ
ま
で
は
い

い
ペ
ー
ス
だ
。
冷
夏
の
た
め
、
例
年
よ
り
多
く
残
っ
て

い
る
雪
渓
を
渡
っ
て
く
る
風
が
額
の
汗
を
た
ち
ま

ち
冷
や
し
て
く
れ
る
。
二
十
分
程
で
出
発
す
る
が

高
度
を
増
す
毎
に
傾
斜
は
き
つ
く
な
り
少
し
ず
つ

隊
列
が
ば
ら
け
始
め
て
き
た
。
右
手
方
向
の
「北
岳

バ
ッ
ト
レ
ス
」が
段
々
近
く
に
迫
り
、
そ
こ
に
源
を
発

す
る
沢
の
し
ぶ
き
が
頬
に
当
た
り
心
地
よ
い
。
上

部
二
俣
を
過
ぎ
た
所
で 
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よ
い
よ
、
本
日
一
番
の
難
所
で
あ
る
梯
子
群
への
挑

戦
で
あ
る
。
約
一
時
間
後
、
八
本
歯
コ
ル
に
到
着
す

る
と
大
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ
こ
に
は
早
川
町

と
本
市
が
頂
上
で
境
を
接
す
る
「
間
の
岳
」が
目
の

前
に
雄
大
な
姿
を
現
し
、
そ
の
左
に
は
雲
の
上
に

富
士
山
が
実
に
美
し
い
姿
を
見
せ
て
い
る
。
し
ば
ら

く
の
休
憩
後
、
四
十
八
段
の
梯
子
を
緊
張
し
な
が

ら
も
力
を
振
り
絞
っ
て
登
り
切
る
と
、
白
と
ピ
ン
ク

の
「
タ
カ
ネ
ビ
ラ
ン
ジ
」が
岩
の
間
か
ら
清
楚
な
姿

で
我
々
一
行
を
迎
え
て
く
れ
た
。 
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周
り
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
花
畑

に
到
着
。
そ
こ
は
世
界
の
名
花
「キ
タ
ダ
ケ

ソ
ウ
」の
生
息
地
で
あ
り
宮
下
指
導
員
よ

り
、
そ
の
保
護
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
の

説
明
を
受
け
る
。
ト
ラ
バ
ー
ス
を
開
始
し
、

塩
澤
指
導
員
よ
り
高
山
植
物
の
名
前
な

ど
を
教
え
て
も
ら
う
。
「ウ
サ
ギ
ギ
ク
」・

「イ
ワ
イ
ン
チ
ン
」・「キ
タ
ダ
ケ
ト
リ
カ
ブ

ト
」・「
ト
ウ
ヤ
ク
リ
ン
ド
ウ
」な
ど
・・ 
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午
後
三
時
三
十
分
、
今
夜
の
宿
泊
地

「
北
岳
山
荘
」に
到
着
し
た
。
や
が
て
夕
日

に
染
ま
る
「
北
岳
」の
雄
姿
に
全
員
が
感

動
を
受
け
、
夕
食
で
は
今
日
の
労
を
お
互

い
に
ね
ぎ
ら
い
、
明
日
の
が
ん
ば
り
を
全

員
で
誓
い
、
好
天
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
八
時
消
灯
に
な
っ
た
。 
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翌
朝
四
時
三
十
分
、
山
荘
の
周
り
は
ガ

ス
と
強
風
で
あ
る
。
天
候
は
い
っ
こ
う
に
回

復
す
る
様
子
は
な
く
、
間
ノ
岳
方
面
への

ピ
ス
ト
ン
は
無
理
で
あ
る
。
一
時
間
半
後
、

山
荘
の
窓
越
し
に
櫛
形
山
が
、
更
に
富
士

山
が
雲
海
の
上
に
見
え
隠
れ
し
始 

 

翌
朝
四
時
三
十
分
、
山
荘
の
周
り
は
ガ

ス
と
強
風
で
あ
る
。
天
候
は
い
っ
こ
う
に
回

復
す
る
様
子
は
な
く
、
間
ノ
岳
方
面
への

ピ
ス
ト
ン
は
無
理
で
あ
る
。
一
時
間
半
後
、

山
荘
の
窓
越
し
に
櫛
形
山
が
、
更
に
富
士

山
が
雲
海
の
上
に
見
え
隠
れ
し
始 

め
て
、
天
候
は
急
激
に
回
復
し
た
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急
い
で

朝
食
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全
員
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天
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急
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回
復
し
た
。
急
い
で

朝
食
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済
ま
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、
全
員
で
「
北
岳
」を
バ 

ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
、
七
時
三
十
分
出
発
。

仙
丈
ヶ
岳
を
左
に
見
な
が
ら
山
頂
に
向
か
う
。
稜

線
は
信
州
側
よ
り
の
風
が
強
く
て
時
折
息
も
出
来

な
い
く
ら
い
の
突
風
が
吹
く
が
こ
こ
で
は
風
の
よ
け

場
が
な
い
。
吊
尾
根
分
岐
ま
で
行
き
、
尾
根
よ
り

下
が
っ
て
休
憩
を
取
る
が
稜
線
上
は
瞬
間
風
速
三

十
五
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
強
風
で
あ
る
。
隊
の
一
部
か
ら
山
頂
は
あ

き
ら
め
て
下
山
し
て
は
の
声
が
出
た
。
無
理
は
な
い
。

「
あ
と
二
十
分
な
の
に
」・「つ
ら
い
思
い
を
し
て
き
た

の
に
」…
。
選
択
に
迫
ら
れ
る
。
し
ば
ら
く
協
議
の

結
果
危
険
回
避
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
て
登

頂
を
決
断
、
再
び
山
頂
に
向
か
っ
た
。
九
時
二
十

八
分
真
っ
白
い
霧
の
中
に
聳
え
立
つ
「
北
岳
」山
頂

に
立
っ
た
。
幸
い
山
頂
付
近
は
風
が
弱
く
穏
や
か

だ
っ
た
。
全
員
を
握
手
で
迎
え
た
が
そ
の
顔
は
満
足

感
・幸
福
感
・達
成
感
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
。 
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そ
れ
ぞ
れ
記
念
写
真
を
撮
り
「モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ

ー
タ
イ
ム
」を
楽
し
ん
だ
。
山
頂
か
ら
の
三
六
〇
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
見
せ
た
か
っ
た
念
に
後
ろ
髪
を
引

か
れ
る
思
い
で
下
山
。
再
び
強
風
の
中
、
「
北
岳
肩

の
小
屋
」を
目
指
す
。
二
七
〇
〇
ｍ
程
の
小
太
郎
尾

根
で
は
、
鳳
凰
三
山
が
雲
の
間
よ
り
顔
を
み 
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で
は
、
鳳
凰
三
山
が
雲
の
間
よ
り
顔
を
み 

せ
、
右
下
に
は
下
山
す
る
広
河
原
を
遙
か
に
望
め

た
。
森
林
限
界
、
さ
ら
に
は
草
す
べ
り
を
経
由
し
て
、

御
池
小
屋
に
て
昼
食
を
兼
ね
て
の
休
憩
を
取
り
、

森
林
帯
の
尾
根
道
を
一
路
広
河
原
へと
下
る
。
全

員
無
事
に
下
山
し
た
の
は
四
時
六
分
で
あ
っ
た
。

予
定
よ
り
遅
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 
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に
下
山
し
た
の
は
四
時
六
分
で
あ
っ
た
。

予
定
よ
り
遅
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 
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、
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の
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を
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で
流
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、
小
池
助
役
の
二
日
間
の
締
め
の
言
葉
を
頂
き
、

次
回
の
山
行
を
誓
い
な
が
ら
家
路
へと
つ
い
た
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の
研
修
登
山
を
通
じ
て
、
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の
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は
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に
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と
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る
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加
者
の
大
多
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が
、
市
内
に
こ
れ
だ
け
の
素
晴

ら
し
い
山
岳
や
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然
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
、

ま
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に
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の
名
前
の
と
お
り
「
南
ア
ル
プ
ス
」を
体

験
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
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本
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に
と
っ
て
か
け
が

え
の
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い
財
産
で
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り
、
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に
誇
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る
自
然
資
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で
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自
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又
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っ
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こ
の
山
行
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
然
を
学
び
、

親
し
み
、
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

登
山
に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
、
体
力
の
向
上
と

職
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
環
境
保
全
に
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
愛
好
会
が
結
成
さ
れ

た
。
小
池
会
長
を
軸
に
動
き
出
し
た
こ
の
ク
ラ
ブ
の

名
前
は
「
北
岳
ゆ
め
ク
ラ
ブ
」。 

 

こ
の
山
行
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
然
を
学
び
、

親
し
み
、
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

登
山
に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
、
体
力
の
向
上
と

職
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
環
境
保
全
に
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
愛
好
会
が
結
成
さ
れ

た
。
小
池
会
長
を
軸
に
動
き
出
し
た
こ
の
ク
ラ
ブ
の

名
前
は
「
北
岳
ゆ
め
ク
ラ
ブ
」。 

 

十
月
に
は
、
全
職
員
に
呼
び
か
け
「
栗
沢
山
」～

「
ア
サ
ヨ
峰
」、
十
一
月
に
は
、
「夜
叉
神
峠
」～
「高

谷
山
」への
山
行
を
実
施
し
た
い
。
今
後
こ
の
会
の

充
実
に
よ
り
「
南
ア
ル
プ
ス
」が
文
字
通
り
地
域
の

共
有
す
る
す
ば
ら
し
い
自
然
財
産
と
し
て
認
識
さ

れ
適
正
な
保
護
と
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事
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南
ア
ル
プ
ス
「北
岳
」を
舞
台
に 

市
職
員
登
山
研
修
を
実
施 

芦芦
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055-288-2531

霧の中の北岳山頂  でも満足げな顔々 
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第
９
回
秋
の
「
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
登
山
教
室
」

が
鳳
凰
三
山
で
行
わ
れ
た
。
一
泊
二
日
を
高
山

で
過
ご
す
と
い
う
初
め
て
の
形
で
行
わ
れ
た
登

山
教
室
は
台
風
接
近
と
い
う
悪
条
件
で
は
あ
っ

た
が
、
参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
共
々
和
や
か
な
う

ち
に
無
事
に
終
了
し
た
。
迷
走
台
風
の
進
路
は

前
日
の
夜
ま
で
定
ま
ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
を
ハ
ラ

ハ
ラ
さ
せ
た
が
、
再
接
近
時
ま
で
に
は
参
加
者

等
が
十
分
帰
宅
出
来
る
と
い
う
確
信
の
も
と
に

開
催
を
決
定
し
た
。
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
も
少
数

名
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
各
自
の
判
断
で
あ
る
か

ら
仕
方
な
い
事
だ
。 

手
際
よ
く
受
付
事
務
を
済
ま
せ
、
準
備
さ
れ
た

オ
ヤ
ツ
と
資
料
、
そ
れ
に
記
念
品
の
高
山
植
物

の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
を
ザ
ッ
ク
に
詰
め
込
み
、

シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
と
し
て
き
た
雨
空
を 

恨
め
し
く
見
上
げ
な
が
ら
出
発
し
た
。
途
中
で

合
流
す
る
前
日
泊
隊
は
す
で
に
準
備
万
端
で
意

気
揚
揚
と
待
っ
て
い
て
、
半
年
ぶ
り
の
再
開
風

景
も
そ
こ
そ
こ
に
夜
叉
神
登
山
口
へ
到
着
し
た
。 

 
 一

株
の
イ
ワ
シ
ャ
ジ
ン
を
見
つ
け
た
が
、
こ
れ

も
鳳
凰
シ
ャ
ジ
ン
に
な
る
の
か
な
…
。 

雨
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
く
、
準
備
体
操
や

簡
単
な
セ
レ
モ
ニ
ー
の
邪
魔
に
な
る
ほ
ど
で
は

な
か
っ
た
。
雨
具
着
装
や
コ
ー
モ
リ
姿
で
夜
叉

神
峠
を
目
指
し
て
歩
き
始
め
た
。
最
初
の
急
登

が
終
わ
り
道
が
な
だ
ら
か
に
な
る
と
、
す
ぐ
に

共
通
し
た
会
話
が
各
班
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ

え
始
め
た
。
そ
れ
は
昨
年
九
月
に
行
わ
れ
た
全

国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ
ン

ト
で
取
付
け
た
樹
名
板
の
話
題
だ
っ
た
。 

そ

れ
ぞ
れ
に
自
分
の
取
付
け
た
物
を
見
つ
け
て
は

懐
か
し
が
っ
て
く
れ
た
。
何
十
年
か
に
一
度
竹

の
花
が
咲
き
、
そ
し
て
枯
れ
る
話
も
出
た
が
、

そ
の
サ
イ
ク
ル
を
確
実
に
見
た
人
は
い
な
い
よ

う
だ
っ
た
。
夜
叉
神
峠
ま
で
は
出
発
し
て
か
ら

一
時
間
を
少
し
回
っ
た
頃
着
い
た
。 

す
で
に
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
は
落
花
し
、
ウ
メ
バ
チ
ソ 

ウ
と
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
が
か
ろ
う
じ
て
雨
の
中
で

出
迎
え
て
く
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
天
気
で
は

西
に
そ
び
え
る
白
根
三
山
は
望
め
な
い
。 
第
九
回
南
ア
ル
プ
ス
芦
安 

登
山
教
室
鳳
凰
山
で
開
催 

峠
か
ら
刈
安
ま
で
下
り
、
そ
の
後
す
ぐ
に
堀
切

ま
で
の
急
登
と
な
る
。
こ
の
急
な
尾
根
で
人
口

林
か
ら
原
生
林
へ
と
景
色
が
変
わ
る
。
堀
切
は

文
字
通
り
小
尾
根
を
掘
り
切
っ
て
、
木
材
を
運

ぶ
道
を
通
り
易
く
し
た
所
で
、
今
で
は
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
昔
の
生
活
感
が
伺
わ
れ
る
。 

木
の
根
で
し
っ
か
り
守
ら
れ
た
尾
根
道
を
し
ば

ら
く
登
り
杖
立
峠
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
西
へ
は

あ
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
も
歩
い
た
と
い
う
五
葉
尾
根

ル
ー
ト
が
あ
っ
た
が
今
は
廃
道
に
な
っ
て
い
る
。

由
来
を
説
明
す
る
と
誰
か
が
「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

で
手
を
入
れ
て
く
れ
れ
ば
是
非
歩
い
て
み
た

い
」
と
宿
題
を
投
げ
か
け
た
。
検
討
課
題
か
。 

樹
林
帯
を
下
り
登
り
す
る
と
四
〇
年
程
前
に
大

規
模
な
山
火
事
で
焼
け
開
け
た
所
へ
着
く
。
通

常
火
事
場
跡
と
呼
ん
で
い
る
。
晴
れ
て
い
れ
ば

北
岳
が
池
山
尾
根
越
し
に
見
え
る
と
こ
ろ
だ
が
。 

こ
の
辺
に
は
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
が
か
す
か
に
名
残

を
見
せ
、
シ
ロ
バ
ナ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
が
真
っ
赤
な

実
を
着
け
、
リ
ン
ド
ウ
が
開
き
損
ね
て
い
た
。 

こ
の
辺
の
ガ
ラ
ガ
ラ
し
た
登
り
は
歩
き
に
く
く

皆
し
ん
ど
い
感
じ
で
登
っ
て
い
る
。
雨
の
中
で

は
ど
う
し
て
も
下
向
き
歩
行
に
な
り
、
無
口
に

な
り
易
い
。
臨
機
応
変
に
班
の
流
れ
を
変
え
た

り
し
て
対
応
す
る
。
花
岡
会
長
の
気
転
が
さ
え

る
。
さ
す
が
に
今
回
参
加
者
中
最
高
齢
者
の
方

は
ペ
ー
ス
が
合
わ
ず
、
本
体
に
は
先
行
し
て
南

御
室
小
屋
に
向
か
っ
て
も
ら
い
、
後
に
付
く
。

雨
は
幸
運
に
も
こ
の
辺
り
に
よ
く
出
る
き
の
こ

を
恵
ん
で
く
れ
た
。
ハ
ナ
イ
グ
チ
や
シ
ョ
ウ
ゲ

ン
ジ
が
夕
食
の
き
の
こ
汁
に
な
る
く
ら
い
収
穫

出
来
た
。
小
屋
の
迷
惑
を
考
え
ず
に
お
願
い
し

て
し
ま
う
。
悪
い
癖
だ
。
小
屋
に
着
き
そ
れ
ぞ

れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
セ
ッ
ト
し
落
ち
着
い
た
と

こ
ろ
で
学
習
会
を
始
め
た
。
晴
れ
て
い
れ
ば
屋

外
で
車
座
に
な
っ
て
な
ご
や
か
に
…
…
な
ん
て

思
っ
て
い
た
が
、
小
屋
の
中
央
部
を
借
し
て
も 

ら
う
。
少
し
暗
く
小
さ
な
字
の
資
料
は
見
に
く

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
贅
沢
を
言
う
つ
も
り

も
な
い
。
幸
い
他
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
数
人
程
で
、

こ
の
団
体
を
珍
し
そ
う
に
見
な
が
ら
協
力
し
て

く
れ
た
。
こ
の
山
の
歴
史
や
山
名
の
由
来
な
ど
、

準
備
し
た
資
料
を
も
と
に
解
説
す
る
程
度
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
山
小
屋
で
は
せ
い
ぜ
い

一
時
間
位
だ
ろ
う
。
し
っ
か
り
し
た
学
習
会
を

望
む
の
で
あ
れ
ば
あ
と
半
日
欲
し
い
こ
と
に
な

る
。
気
の
会
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
の
憩
い
の
後
の

夕
食
に
は
、
味
噌
汁
の
中
で
あ
の
き
の
こ
達
が

泳
い
で
い
た
。
ぬ
る
っ
と
し
た
の
が
ハ
ナ
イ
グ

チ
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
ほ
う
が
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ
、

他
の
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
な
の
で
採
っ

て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
つ
つ
も
ほ
っ
と

す
る
。
夜
中
に
星
空
が
見
え
、
う
っ
す
ら
朝
焼

け
に
な
る
夢
を
見
て
目
を
覚
ま
す
。
し
か
し
現

実
は
屋
根
の
ト
タ
ン
に
つ
っ
と
う
さ
る
よ
う
な

大
雨
だ
っ
た
。
台
風
に
刺
激
さ
れ
た
前
線
が
今

こ
の
上
に
い
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
今
日
も
雨

が
や
む
事
は
な
い
。 

                    

ど
う
し
て
も
稜
線
ま
で
い
き
た
い
人
が
い
れ
ば

対
応
も
不
可
能
で
は
無
い
。
ス
タ
ッ
フ
は
実
に

充
実
し
て
い
る
。
そ
の
旨
を
参
加
者
に
伝
え
る

と
「
ス
タ
ッ
フ
の
判
断
に
任
せ
全
員
で
行
動
し

た
い
」
と
の
あ
り
が
た
い
ご
意
見
だ
っ
た
。
雨

の
朝
、
南
御
室
小
屋
を
後
に
引
き
返
す
。 

次回への誓いも込めて小屋前で記念撮影 

「
こ
れ
か
ら
先
の
山
頂
や
稜
線
は
ま
た
の
機
会

に
送
る
け
れ
ど
、
必
ず
ま
た
登
り
に
き
ま
す
。
」 

皆
口
々
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
山
小

屋
の
管
理
人
に
別
れ
を
告
げ
る
。 

道
々
に
は
ま
だ
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ
が
残
っ
て
い
た
。 

い
や
夕
べ
の
雨
で
起
こ
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
原
生
林
の
中
、
道
沿
い
の
苔
は
雨
で
し
っ

と
り
と
し
て
み
ず
み
ず
し
い
。
数
色
の
み
ど
り

は
無
垢
の
色
合
い
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
中
に

コ
フ
タ
バ
ラ
ン
や
イ
チ
ヨ
ウ
ラ
ン
の
葉
を
見
つ

け
後
ろ
に
伝
言
し
て
も
ら
う
。
小
屋
か
ら
登
り

終
わ
っ
た
苺
平
は
山
道
の
交
差
点
に
な
っ
て
い

て
辻
状
で
あ
る
。
東
に
と
れ
ば
大
ナ
ジ
カ
峠
を

経
て
春
の
登
山
教
室
で
汗
を
流
し
て
も
ら
っ
た

千
頭
星
山
に
至
る
。
そ
の
研
修
会
で
講
師
の
山

寺
仁
太
郎
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
オ
オ
ナ
ン
ジ
、

コ
ナ
ン
ジ
の
兄
弟
の
伝
説
を
誰
か
が
始
め
た
。

「
山
を
知
り
山
に
教
わ
る
山
歩
き
」
。 

意
義
深
い
事
で
あ
る
。
足
が
揃
い
、
い
い
ペ
ー

ス
で
下
っ
て
い
る
と
、
後
ろ
の
方
で
カ
モ
シ
カ

に
出
会
え
た
と
い
っ
て
喜
ん
で
い
る
。
こ
こ
の

カ
モ
シ
カ
は
サ
ー
ビ
ス
が
い
い
ん
で
す
よ
。
雨

で
景
色
が
見
え
な
か
っ
た
人
達
に
は
特
に
。
よ

く
姿
を
見
せ
る
場
所
だ
っ
た
。
実
際
に
出
会
う

確
立
は
非
常
に
高
く
イ
チ
ロ
ウ
の
打
率
に
近
い
。

行
程
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
で
の
す
ば
や

い
対
応
の
お
か
げ
で
速
や
か
に
風
呂
、
食
事
、

修
了
式
に
移
り
、
い
つ
も
な
が
ら
あ
り
が
た
い

感
想
な
ど
を
聞
く
と
無
事
に
終
わ
っ
て
ほ
ん
と

に
良
か
っ
た
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
。 

次
回
は
第
十
回
の
記
念
山
行
に
な
る
。「
是
が
非

で
も
参
加
し
な
け
れ
ば
」
唯
一
人
九
回
連
続
参

加
し
て
い
る
座
元
さ
ん
は
力
強
く
言
い
残
し
た
。 

継
続
は
力
で
あ
り
宝
だ
と
思
う
。 

ま
だ
台
風
の
再
接
近
に
は
半
日
以
上
あ
る
。 

 
 
 

 
 

芦
安
フ
ァ
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ラ
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全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
石
川
県
大
会
へ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
員

参
加
・
友
好
を
つ
な
ぐ     

十
月
十
一
，
十
二
日
の
二
日
間
、
昨
年
の
山

梨
大
会
へ
の
お
返
し
の
意
味
で
全
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
石
川
大
会
河
北
ブ

ロ
ッ
ク
へ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
５
町
村
の

共
同
開
催
で
し
た
が
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が

内
灘
町
、
テ
ー
マ
別
の
集
い
、
交
流
広
場
は

津
幡
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
芦
安
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
か
ら
は
２
名
で
し
た
が
、
な
ん
と
南
ア

ル
プ
ス
市
か
ら
は
総
勢
九
十
数
名
の
参
加
者

で
し
た
。
私
達
が
参
加
し
た
河
北
ブ
ロ
ッ
ク

へ
の
他
の
地
域
か
ら
の
参
加
者
は
十
九
名
だ

っ
た
の
で
、
事
実
上
南
ア
ル
プ
ス
市
と
石
川

県
の
交
流
の
場
所
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
状
態
で
し
た
。
そ
の
中
で
昨
年
芦
安
部
会

へ
参
加
し
て
く
れ
た
九
人
中
五
人
に
再
会
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

中
心
的
な
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

合
っ
た
瞬
間
に
一
年
前
の
話
に
花
が
咲
き
、

夜
叉
神
峠
へ
登
っ
た
感
激
な
ど
で
盛
り
上
が

り
再
開
を
喜
び
会
い
ま
し
た
。 

                

テーマ別の集いで事例発表する富沢さん 

                 テ
ー
マ
別
の
集
い
で
は
そ
の
中
の
一
人
富
沢

さ
ん
（
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）
が
定
年

後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
付
い
て
事
例
発
表
を

行
い
、
中
高
年
男
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
ヒ
ン
ト
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
交
流
広
場

で
は
伝
統
芸
能
の
披
露
な
ど
が
あ
り
石
川
県

の
文
化
の
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
最
後
は

な
ぜ
か
炭
鉱
節
を
み
ん
な
で
踊
り
大
会
は
大

成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
石
川
県
の
皆
さ

ん
の
暖
か
い
人
情
に
触
れ
「
砂
と
風
の
町
」

で
日
本
海
の
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
る
事
も

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で

イ
ベ
ン
ト
に
密
着
し
参
加
者1

人
々
に
挨
拶

や
お
礼
を
述
べ
て
歩
い
て
い
た
町
長
さ
ん
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
来
年
は
滋
賀
県
大
会

だ
そ
う
で
す
が
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
流
れ

が
無
理
の
無
い
形
で
続
い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。 
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品
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

  
     

 

大いに盛り上がった交流パーティー 

   
   

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
で
は
第
２
回
企

画
展
と
し
て
、
山
岳
写
真
界
第
一
人
者
の
白

簱
史
朗
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
山
岳
写
真
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

白
簱
史
朗
は
、
１
９
３ 

３
年
大
月
市
に
生
ま
れ
幼 

い
頃
よ
り
自
然
に
親
し
み
、 

富
士
山
の
写
真
で
著
名
な 

岡
田
紅
陽
氏
に
師
事
、 

１
９
５
８
年
か
ら
フ
リ 

ー
の
写
真
と
し
て
、
日
本 

は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
山
々 

を
精
力
的
に
翔
け
回
り
、 

山
岳
写
真
の
ジ
ャ
ン
ル
を 

確
立
し
、
２
０
０
０
年
に 

は
世
界
の
写
真
家
と
し
て 

は
初
め
て
、
ス
イ
ス
の 

「
キ
ン
グ
・
ア
ル
バ
ー
ト
」 

世
界
記
念
財
団
よ
り
山
岳 

写
真
の
芸
術
的
表
現
、
山 

岳
文
化
の
貢
献
よ
っ
て 

ア
ル
バ
ー
ト
一
世
功
労 

勲
章
を
受
け
ま
し
た
。 

今
回
当
館
の
企
画
展
の 

作
品
群
は
本
年
夏
、
山 

梨
県
立
美
術
館
で
開
催 

さ
れ
高
い
評
価
を
受
け 

た
同
名
の
展
覧
会
に
出 

世
界
の
山
々
の
中
で
現
在
は
、
南
ア 

ル
プ
ス
と
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ー
キ 

ー
ズ
の
２
５
点
を
迫
力
あ
る
大
画
面 

で
展
示
し
、
引
き
続
き
北
ア
ル
プ
ス
、 

富
士
山
、
尾
瀬
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア 

白
簱
史
朗
「
世
界
の
名
峰
を 

讃
う
」
展 

開
催 

南 ア ル プ ス 芦 安 山 岳 館 便 り

ル
プ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ラ
ム 

の
山
々
を
連
続
的
に
、
来
年
４
月
ま
で
展
示

す
る
予
定
で
す
。
世
界
の
山
々
を
身
近
に
感

ず
る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
様
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館 

塩
沢 

記 
                               世

界
の
山
々
が
迫
力
あ
る
大
作
で
展
示
さ
れ
て
い
る 




